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Ｑ  経営環境が非常に厳しい。この状況は、本日発表された下工程の休止や電磁鋼板の投資

などの対策によって乗り越えられると考えているのか、上工程設備の集約・人員の合理化・

減損といったリストラが必要な時期だと考えているのか。 

Ａ  製鉄所組織の統合・再編成等の本日ご説明した対策だけで今の厳しい状況を乗り切れると

は思っていない。選択と集中の考え方に基づいた固定費規模の適正化など、更なる検討を

行い、スピードを上げて実行していくことが必要だと考えている。 

減損については、会計基準に基づいて毎年チェックをしている。足元、一部の製鉄所につ

いて減損の兆候に該当する所もあるが、これは今後、会計基準に基づいて将来の見通しを踏

まえて評価していく。 

 

Ｑ  下期のマージン前提はどういうレベルで設定しているのか 

Ａ  足元の市況は、粉鉱石は 90 ドル程度、強粘結炭は 150 ドル程度、海外のホットコイル市

況は 400 ドル台前半で推移している。下期の輸出市況分野のマージンは、足元市況ベース

のマージンレベル横ばいで見ている。 

国内紐付き分野については価格改善を進めている。主原料単価だけでなく、合金副原料や

資材費・物流費の単価が 2016 上期から約５千円／ｔ程度上昇しており、今後更に船舶燃料

油ＳＯｘ規制によるコスト負担もあるため、こうした主原料以外のコストアップの販売価格

への反映についてお客様にご理解頂き、更に真水でのマージン改善を進めていきたい。下期

の業績見通しには、我々の想定しうる範囲での価格改善を織り込んでいる。 

 

Ｑ  2019 年度の当期利益見通しが 400 億円となる背景と、配当の考え方について教えてほし

い。 

Ａ  当期利益 400 億円の前提は、上期で 387 億円、下期で 13 億円となっており、事業利益か

ら、金融費用、法人所得税、非支配株主に帰属する利益を除いたものである。 

中間配当は 1 株当り 10 円で、中間配当性向は 23.8%に留まるという内容だが、下期当期

利益が 13 億円に留まるという状況も踏まえ、中間配当は８月１日の第一四半期決算発表の



 

 

際に申し上げた 10 円配当のまま留めさせていただいた。 

 

Ｑ  製鉄所の組織再編によって固定費を削減する方向に向かうことは可能か？  

各製鉄所の最適なコスト配分、人員配分、製造の配置等の工夫を行うにあたって、例え

ば各製鉄所の黒字化の時期など、具体的な時間軸や目標の設定が必要だと思うが、こうし

た時間軸や目標について教えていただきたい。  

Ａ  固定費規模の適正化は重要な課題だと考えており、様々な施策を検討・実施していく。 

組織再編は来年 4月 1日に行う。複数の箇所に分散している戦力をより大きな単位で一体

化させることによる戦力強化、業務運営の効率化、要員の効率化、採用・配置・育成面にお

ける人材基盤の強化、技術・技能・ノウハウ等の共有化による業務レベルの向上、意思決定

の迅速化等、ソフト面の対策を速やかに実施していく。 

ハード面の対策については、最適生産体制について別途検討しており、成案化出来たもの

から公表し実行していく。 

各製鉄所を黒字化することは当然で、それがなければ赤字に陥っている当社単独損益の黒

字化もない。あらゆる対策のスピーディな実行が必要な状況だという危機感を持って臨んで

いく。 

 

Ｑ  来年度以降も外部環境の大きな改善は望めない中で、損益水準をどう考えたらよいか？  

Ａ  災害影響等の一過性要因を除いた今年度の実力損益は 1,500 億円程度。 

外部環境は、来年度も大きく改善するとは思っていない。損益の回復に向けては、本日ご

説明した諸施策の実行、固定費規模の適正化に加えて、未だ道半ばである主原料以外のコス

トアップの販売価格への反映をいかに早く実現出来るかがポイントであり、これに取り組ん

でいきたい。 

 

Ｑ  子会社の山陽特殊製鋼では、外部環境の悪化に加えて、第三者割当増資による株式の希

薄化と、OVAKO 社の「のれん」償却により、一株当たり利益が低下している。御社の親子上

場会社へのスタンスを教えてほしい。 

Ａ  山陽特殊製鋼は、子会社化した OVAKO の収益が、欧州の在庫調整の長期化・欧州経済の低

迷等により足元では当初の想定を下回っていることも、利益にマイナスの影響を与えてい

る。こうした中、株価の低迷に対応して、山陽特殊製鋼は独自の判断で自己株買いを行っ

ている。当社は山陽特殊製鋼の最大株主として、山陽特殊製鋼の少数株主との共同の利益

を念頭に置き、企業価値の最大化に向けて、様々な点で山陽特殊製鋼との連携を行ってい

る。 

 

Ｑ  自然災害のような一過性の影響を、今後の業績見通しにどれだけ織り込むべきか？  

Ａ  これまでも、降雨や台風の影響については、経験則に基づき予測して一定程度を生産計画



 

 

に織り込んでいる。しかし今回の君津の落雷は 350～400 年に 1度の確率で発生した強い電

撃であり、台風 15 号では風速 60ｍという想定をはるかに超える強風が発生した。こうした

従来の経験則をはるかに超える災害については、生産計画や業績見通しには織り込んでい

ない。 

 

 

以 上  

 本資料は、金融商品取引法上のディスクロージャー資料でなく、
その情報の正確性、完全性を保証するものではありません。また、
本資料に記載された将来の予測等は、説明会の時点で入手可能な情
報に基づき当社が判断したものであり、不確定要素を含んでおりま
す。従いまして、本資料のみに依拠して投資判断されますことはお
控えくださいますようお願い致します。本資料利用の結果生じたい
かなる損害についても、当社は一切責任を負いません。 


